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《最上町生涯学習スローガン》 町民ひとり １学習 １スポーツ １地域活動

○テーマ 「祈り ～明日への道しるべ～」

○期 日 令和５年１０月１４日（土）

○時 間 開場 13：15 開演 14：00

終演予定 16：15

○会 場 旧最上町立瀬見小学校体育館

○構 成 ３部形式 120分

第１部 室内音楽の調べⅠ

「平和への祈り」40分

第２部 ミュージックコラボ

「音の風への誓い」25分

第３部 室内音楽の調べⅡ

「明日への道しるべ」40分

※併催 開演前サロンコンサート 13：20～13：50

２Fロビー

森の楽器アンサンブルグループ

○入場料 前売り 1,500円 当日 2,000円

（高校生以下無料）

○主 催 2023音の風コンサートin最上実行委員会

☆出演者 （プロ）

・池田 敏美 ヴァイオリン

・渡邊 敦子 ソプラノ

・加藤 晧平 チェロ

・郷津由紀子 ピアノ

☆地域音楽グループ

①音の風コンサート特別コーラス隊

・最上町コーラス隊『絆』

・岸洋子を歌いつぐ会（酒田市）

・合唱団キャッスルサイド（新庄市）

②最上中学校吹奏楽部

③森の楽器アンサンブルグループ

☆その他 ・幸高ラジオ制作委員会

本コンサートは・・・

東日本大震災を機に、故・池田弦氏が

被災者支援に向けて立ち上げた「音の風プ

ロジェクト」の一環として開催されている市民

参加型の音楽イベントです。コンサート自体は、

規模の大小や会場地のすべてをカウントすると

有に100公演を超え、最上町内での開催だけ

でも１０回を数える歴史を持っています。

2023 音の風コンサートin最上 第４回 国宝 「縄文の女神」

ペーパークラフト

デザインコンテスト 作品募集
応募資格・小学生部門/（小学4～6年生）

・中学生部門/（中学1～3年生）

・一般部門/（小学3年以下、高校生以上）

応募方法・最上町中央公民館へ「応募用紙」と

「作品」を提出ください。

※事前に応募用紙とキットを最上町中央公民館で

受け取ってください。

・中学生以下は無料（舟形町・最上町・大蔵村

在住の方のみ）

上記以外の方は700円の参加費用が掛かります。

応募締切：10月2日（月）

※審査発表は10月中旬

賞：各部門ごとに 賞状・トロフィー・副賞

（副賞として、図書券を進呈いたします。）

〇詳しくは、最上町中央公民館生涯学習室

（☎43-2350）までお問い合わせください。

小学生の部 中学生の部 一般の部

第３回

最優秀賞作品です！



令和５年８月16日（水）に最上町中央公民館大ホールを会場に執

り行われました。

対象者７９名に対し、参加者が４９名。

久しぶりに会う友人との再会にも笑顔が溢れていました。

新型コロナウィルス感染症が５類となり、来賓の方々をお招きし通

常通りの開催となりました。また、中学校の恩師４名も出席してくださり、

式典を盛り上げてくださいました。

成人となられた皆さんの未来が輝かしいものでありますように祈って

おります。

実行委員の皆さん、看板作成などこの日のために夜遅くまでがん

ばってくれました。お疲れさまでした。

≪第169回直木賞受賞作品≫

＊「極楽征夷大将軍」 垣根涼介 著（文藝春秋）

≪第169回芥川賞・第128回文學界新人賞受賞作品≫

＊「ハンチバック」 市川沙央 著（文藝春秋）

≪第42回新田次郎文学賞受賞≫

＊「広重ぶるう」 梶よう子 著（新潮社）

＊「私はスカーレット 上・下」 林真理子 著（小学館）

＊「図書館のお夜食」 原田ひ香 著（ポプラ社）

＊「もっと悪い妻」 桐野夏生 著（文藝春秋）

＊「この夏の星を見る」 辻村深月 著（KADOKAWA）

＊「いい子のあくび」 高瀬隼子 著（集英社）

＊「可燃物」 米澤穂信 著（文藝春秋）

＊「獣の夜」 森絵都 著（朝日新聞出版）

＊「香港警察東京分室」 月村了衛 著（小学館）

＊「心眼」 相場英雄 著（実業之日本社）

＊「イクサガミ 地」 今村翔吾 著（講談社）

＊「縁切り上等！離婚弁護士 松岡紬の事件ファイル」

新川帆立 著（新潮社）

＊「くもをさがす」 西加奈子 著（河出書房新社）

＊「からだ整えおにぎりとみそ汁」 藤井恵 著（主婦と生活社）

＊「紙バンドで作る 花結びのかごバッグ」 （Ｅ＆Ｇクリエイツ）

☆新しい本が続々入荷中です！☆

令和５年度

最上町「二十歳の集い」開催‼

作品募集

年以下、高校生以上）

円の参加費用が掛かります。

『成瀬は天下を取りにいく』
宮島未奈 著（新潮社）

～「島崎、わたしはこの夏を西武に捧げようと思う」

かつてなく最高の主人公、現る！～

2020年、中2の夏休みの始まりに、幼馴染の成

瀬がまた変なことを言い出した。コロナ禍、閉店を

控える西武大津店に毎日通い、中継に映るという

のだが……。さらにはM-1に挑み、実験のため坊

主頭にし、二百歳まで生きると堂々宣言。今日も

全力で我が道を突き進む成瀬から、誰もが目を離

せない！

2021年第20回「女による

女のためのR-18文学賞」

大賞、読者賞、友近賞をト

リプル受賞した「ありがとう

西武大津店」を含む、話題

沸騰、圧巻のデビュー作。


